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くくる
“くくる”とは、うちなー口で『心』のこと
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当
院
は
本
年
８
月
に
厚
生
労
働
省
が
定
め

る
『
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
』
の
研
修
機

関
と
し
て
指
定
を
う
け
、
10
月
１
日
か
ら
、

選
抜
に
よ
り
本
院
を
含
む
５
名
の
研
修
生
を

対
象
と
し
て
、
１
年
間
に
わ
た
る
研
修
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

な
ん
だ
か
難
し
い
研
修
名
で
す
が
、
内
容

を
簡
単
に
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
看
護
師
が
医

療
補
助
行
為
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
の
都
度
、

医
師
の
指
示
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
看
護
師
が
医
師
の
指
示
の
も
と

で
行
う
「
診
療
の
補
助
の
う
ち
一
定
の
行
為

を
『
特
定
行
為
』
と
し
て
明
確
」
に
し
、「
医

師
・
歯
科
医
師
と
作
成
す
る
手
順
書
」
に
よ
り
、

一
定
の
研
修
を
受
講
し
た
看
護
師
が
医
療
補

助
行
為
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
言
う
と
、
看
護
師
の
仕

事
は
、
大
き
く
患
者
様
に
対
す
る
『
療
養
上

の
世
話
』
と
『
診
療
の
補
助
』
に
分
け
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
う
ち
診
療
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
医
師
に
対
す
る
報
告
と

指
示
を
受
け
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
定
行
為
制
度
で
も
、
医
師
に
対

す
る
報
告
と
指
示
を
受
け
て
行
う
こ
と
は
変

わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
一
定
の
診
療
補
助
行

為
（
特
定
行
為
）
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
医
師
が
定
め
た
手
順
書
（
こ
う
い
う
場
合

に
は
、
こ
う
い
う
処
置
を
す
る
）
に
従
い
、

該
当
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
一
回
ご
と

に
医
師
に
報
告
し
指
示
を
必
要
と
せ
ず
に
タ

イ
ム
リ
ー
な
ケ
ア
の
提
供
を
可
能
に
す
る
も

の
で
す
。

　

日
本
は
現
在
、
高
齢
化
社
会
と
人
口
減
の

真
っ
た
だ
中
に
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

背
景
に
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
急
が
れ
て
お
り
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
仕
方
も
、
こ
れ
ま
で
の

医
療
施
設
で
の
提
供
か
ら
、
在
宅
で
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
急
速
に
移
り
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
医
療
ニ
ー
ズ
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
こ
た
え
て
い
く
た
め
、
人
工
呼
吸
器
の
設

定
調
整
や
各
種
ド
レ
ー
ン
の
抜
去
と
い
っ
た

処
置
、
透
析
機
器
の
操
作
・
管
理
、
イ
ン
ス

リ
ン
投
与
量
の
調
整
な
ど
38
の
行
為
が
特
定

行
為
と
し
て
標
準
化
さ
れ
、
看
護
師
に
よ
る

提
供
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
医
療
・
看
護
の
高
度
化
に
よ
り

看
護
師
の
専
門
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
当
院
で
は
、
今
回
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
研
修
を
、
次
年
度
以
降
に
充
実
・
拡
大
さ

せ
、
看
護
師
の
知
識
・
技
能
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

看
護
師
の
専
門
性
を
高
め
、
在
宅
医
療
の
現
場
な
ど
で
の
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

看
護
師
の
特
定
医
療
行
為
研
修
ス
タ
ー
ト
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●研修を受けるとこのように変わります

特定行為の実施の流れ（脱水を繰り返すＡさんの例）

研 修
受講前

看護師 看護師 看護師看護師医 師医 師
Ａさんを診察後、手順
書により脱水症状があ
れば点滴を実施するよ
う看護師に指示

Ａさんを観察し、
脱水の可能性を疑う

医師にＡさんの
状態を報告

医師に結果を報
告

点滴を実施医師から看護師
に点滴を実施す
るよう指示

▼ ▼ ▼ ▼▼

手順書って何？ 診療の補助である「特定行為」って何？
●手順書は、医師・歯科医師が看護師に診療の補助を行わせる
ために、その指示として作成する文書または電磁的記録のこ
とです。

●医師・歯科医師は手順書を適用する際に、患者さんと看護師
を特定します。

●各医療現場の判断で、具体的内容を追加することもできます。

●特定行為は、診療の補助であって、看護師が行う医療行為のうち、
手順書により行う場合には、実践的な理解力、思考力及び判断力、
高度かつ専門的な知識・技能が特に必要とされるものとして定め
られた38の行為です。

●38の特定行為は、21の特定行為区分に整理されており、特定
行為区分を最小単位として研修が行われます。

研 修
受講後

看護師

病状の範囲外 医師に報告

手順書に示された

病状の範囲内
手順書によりタイムリーに

点滴を実施 医師に結果を報告

特
定
行
為

医 師
Ａさんを診察後、手順
書により脱水症状があ
れば点滴を実施するよ
う看護師に指示

Ａさんを観察し、脱水
の可能性を疑う ▼▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼▼

▼

共 通 科 目 区分別科目

●共通科目の合計時間数：315時間 ●区分ごとに設定された時間数：15～72時間

全ての特定行為区分に共通して必要と
される能力を身につけるための研修

研修は、全てに共通して学ぶ「共通科目」と特定行為区分ごとに学ぶ「区分別科目」に
分かれています。研修は、講義、演習又は実習によって行われます。

特定行為区分ごとに必要とされる能力を身に
つけるための研修

共通科目の内容 時間数
臨床病態生理学 45
臨床推論 45
フィジカルアセスメント 45
臨床薬理学 45
疾病・臨床病態概論 60
医療安全学 30
特定行為実践 45
合　計 315

特定行為区分（例） 時間数
呼吸器（気道確保に係るもの）関連 22

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 21

創傷管理関連 72

創部ドレーン管理関連 15

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36

感染に係る薬剤投与関連 63

特定行為研修の内容

研修コーディネーター兼講師の 中村啓介 看護師長
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こ
の
度
、
当
院
内
科
に
山
本
俊
二
先
生
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
先
生
は
、
内
科
分

野
の
中
で
も
糖
尿
病
を
中
心
と
す
る
生
活
習

慣
病
の
治
療
・
指
導
及
び
透
析
な
ど
腎
疾
患

の
分
野
を
専
門
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
生
活

習
慣
病
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
で
の
糖
尿
病

専
門
外
来
の
草
分
け
的
存
在
。

　

先
生
は
那
覇
高
校
か
ら
兵
庫
医
科
大
学
に

進
学
。
卒
業
後
、
琉
大
医
学
部
第
二
内
科
に

奉
職
。
琉
大
医
学
部
大
学
院
開
設
に
伴
っ
て

大
学
院
第
一
期
生
と
し
て
循
環
器
薬
理
を
専

攻
し
博
士
号
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
の
モ
ッ
ト
ー
は
、『
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
に
、
や
さ
し
く
・
丁
寧
、
か
つ
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い

う
も
の
。

　

こ
れ
は
、
お
母
様
が
入
院
さ
れ
た
際
に
、

担
当
医
師
の
話
す
内
容
が
、
兄
弟
や
家
族
に

十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
、『
医
師

は
伝
え
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
ん
だ
』
と
強

く
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
の
こ

と
。「
医
師
で
あ
る
私
で
も
、
専
門
外
の
説

明
は
、
９
割
程
度
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
」

と
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
８
年
ご
ろ
に
民
間
医
療
機
関
で
心

臓
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
外
来
診
察
を
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
頃
の
沖
縄
は
〝
長
寿
県
〟
と
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
、
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

は
特
に
大
き
く
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
12
年
に
沖
縄
県
男
性

の
寿
命
が
、
全
国
４
位
か
ら
26
位
に
急
落
、

26
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
特
に
男
性
の
生
活
習
慣

病
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。「
そ
の

頃
か
ら
、
目
に
見
え
て
太
っ
た
方
が
増
え
始

め
て
き
ま
し
た
」
と
山
本
先
生
、「
運
動
不

足
が
、大
き
な
原
因
の
一
つ
」
と
話
し
ま
す
。

　

先
生
は
、
９
月
１
日
よ
り
内
科
外
来
を
担

当
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
生
活
習
慣
病
対
策
の

経
験
を
も
と
に
、
予
防
医
学
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
、
と
山
本
先
生
。

「
外
科
や
小
児
科
な
ど
、
各
科
と
緊
密
な
連

携
を
と
っ
て
、
地
域
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

や
さ
し
く
・
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
不
安
を
和
ら
げ
ま
す
。

●
内
科
に 

山
本 

俊
二 

先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

那覇高校、兵庫医科大学卒

山
やまもと

本 俊
しゅんじ

二 医師 略歴

診療時間 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土

内 科 ・

総 合 診 療
朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄

服部真己
伊佐	勉
山本俊二
今村	恵

國仲美奈子

小渡輝雄
服部真己
平良智彦
山本俊二
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
山本俊二
仲宗根	啓
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
服部真己
山本俊二
今村	恵

玉城利昭
服部真己
仲宗根	啓
巴里彰吾

服部真己
山本俊二
仲宗根	啓
下地光好
巴里彰吾

総 合 診 療
昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄

清水徹郎
山本俊二
國仲美奈子

服部真己
伊佐	勉

國仲美奈子

服部真己
平良智彦
大場修治
國仲美奈子
徳田安春

山本俊二
郷	克己

伊佐	勉
山本俊二
大場修治
巴里彰吾

当直医

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 当直医 当直医 当直医 当直医 当直医



kukuru.   October 2018

NANBU TOKUSHUKAI HOSPITAL5

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
で
診
る
。

南
部
徳
洲
会
病
院
で
一
貫
し
て
診
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
話
す
の
は
、
９
月
１
日
に

小
児
科
に
着
任
し
た
早
田
航
先
生
。

　

早
田
先
生
の
専
門
分
野
は
、
小
児
循
環
器

や
先
天
性
心
臓
奇
形
、
カ
テ
ー
テ
ル
イ
ン
タ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
。
胎
児
へ
の
心
臓
エ
コ
ー

診
断
に
よ
る
異
常
発
見
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

早
田
先
生
は
札
幌
医
科
大
を
卒
業
後
、
小

児
科
医
と
し
て
札
幌
医
科
大
学
で
教
鞭
を
と

る
他
、
関
連
病
院
等
で
勤
務
。
そ
の
頃
、『
小

児
心
疾
患
の
早
期
治
療
は
待
っ
た
な
し
だ
』

と
実
感
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
１
年
に
、
岩
手
医
科
大

学
附
属
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
循
環
器
小
児
科

に
助
教
と
し
て
赴
任
。
そ
の
頃
、
東
北
地
方

で
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
イ
ン
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
う
異
常
血
管
の
閉
塞
術
、

各
心
臓
の
弁
疾
患
に
対
す
る
弁
形
成
術
、
心

房
中
隔
欠
損
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
閉
塞
術
）
の
導
入

例
が
ま
だ
多
く
な
く
、
多
く
の
小
児
患
者
を

東
京
に
送
り
出
し
て
お
り
、
岩
手
医
科
大
学

で
は
、『
東
北
の
子
ど
も
た
ち
を
地
元
で
治

し
た
い
。
地
元
で
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
充

実
さ
せ
た
い
』
と
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
招

致
と
養
成
に
着
手
、
早
田
先
生
も
、
小
児
先

天
性
心
疾
患
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
イ
ン
タ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
腕

を
振
る
わ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
生
が
岩
手
医
科
大
学
に
赴

任
さ
れ
た
年
の
３
月
11
日
、
あ
の
東
日
本
大

震
災
が
発
災
、
早
田
先
生
も
着
任
早
々
罹
災

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
電
気
、
水
道
や
道
路
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
破
壊
さ
れ
、
医
療
機
器
も
使
え
ず
医
薬
品

の
補
充
も
で
き
な
い
。
患
者
さ
ん
を
安
全
な

場
所
に
送
り
だ
そ
う
に
も
道
路
網
は
寸
断
さ

れ
、
ガ
ソ
リ
ン
も
２
時
間
、
３
時
間
待
ち
と

い
う
状
況
。
医
師
が
い
て
も
で
き
る
こ
と
は

お
薬
手
帳
を
見
て
施
薬
す
る
と
か
、
本
当
に

最
小
限
で
し
た
」
と
早
田
先
生
。
災
害
時
に

医
療
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
治

体
だ
け
で
な
く
、住
民
を
巻
き
込
ん
だ
防
災
・

減
災
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
考
え
備
え
る

必
要
が
あ
る
と
痛
感
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

南
部
徳
洲
会
病
院
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
診
察
・
治
療

を
一
貫
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

●
小
児
科
に 

早
田 

航 

先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

診療時間 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土

小	 児	 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
朝倉秋乃
早田 航

朝倉秋乃
松川	格

大府正治
須貝みさき

朝倉秋乃
松川	格

大府正治
松川	格

担当医

13：30 ～ ～ 15：00 迄

乳児検診 /

予防接種

朝倉秋乃・

早田 航

乳児検診 /

予防接種

松川格・

須貝みさき

昼 診 13：00 ～ ～ 15：00 迄
小児循環器外来
（早田 航）

昼 診 14：00 ～ ～ 16：00 迄
小児神経外来

（大府正治）

夕 診 16：00 ～ ～ 18：30 迄 大府正治
（松川	格）

朝倉秋乃
（早田 航）

松川	格
（大府正治）

札幌医科大学卒　医学博士
札幌医科大学附属病院、岩手医科大学
附属循環器病センター等を経て現職
資格：
日本小児科学会専門医、日本小児循環
器学会専門医、医師臨床研修指導医、
日本小児カテーテルインターベンショ
ン学会（幹事）

早
そ う だ

田 航
わたる

 医師 略歴
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「20年近くともに活動してきた百社会は、
私にとって兄弟みたいな存在。経営の悩み
も相談できて助かっています」と話すのは、
オロク琉生保育園の阿波連本克園長。
オロク琉生保育園は、平成14年に無認可
保育園として小禄琉生団地内に誕生、『子
どもの最善の利益』を第一に、ゼロ歳から
学童までの５クラスに児童数65名、職員
12名で運営していました。その後、平成
29年に、現在の場所に移転。小規模認可
保育園として家庭的な養護保育を行ってい
ます。
小規模認可保育園は、子ども・子育て支援
制度のひとつとして平成 27年にスター
ト。ゼロ歳から三歳までの子どもたちを対
象に、６名から19名の少人数の保育を行

うというもの。当園では現在、17名の子
どもたちに対し10名の保育士が、子ども
たちの発達に応じた質の高い保育を行って
います。
南部徳洲会病院とのかかわりは、園の立ち
上げ以前から。「徳田虎雄前理事長との出
会いを通して、人の命の尊さを実感し、ま
た、徳田前理事長の行動力に共感していま
す」と阿波連園長。さらに、「個人的にも、
両親と義母の介護でお世話になったり、私
自身の悪性リンパ腫の早期発見・早期治療
に結び付くなど、私の今があるのも、病院
のおかげです」と話します。
これからも百社会を通して、南部徳洲会病
院の支援を行っていきたい、と話していま
した。

児童福祉法及び保育所保育指針に基づき、子ども一人一人を大切にし、保護者からも信
頼され、地域に貢献する保育園を目指す。
・子どもの心に寄り添う保育を行い、豊かな人間性を持った子どもを育成する。
・子どもの発達は環境との相互作用を通して育まれるので、豊かな心情・意欲・態度を身に付け、新たな能力

を引き出す支援をする。

〒 901-0152　: 沖縄県那覇市小禄 1-38-10
TEL :098-840-1310（代）　FAX :098-987-5266

【 オロク琉生保育園業 保育理念 】

阿波連 本克 園長

生命だけは平等だ
南部徳洲会病院の医療活動を支える 

『沖縄徳友会 百社会』のみなさんをご紹介します。百社会
Interview

百社会
副会長 オロク琉生保育園 阿波連 本克 園長

子
ど
も
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
保
育
で
、

地
域
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
保
育
で
、

地
域
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。
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知念  常
じょうこう

光 氏 プロフィール

・	 人財共育	株式会社	主任講師
・	 1941年（昭和16年）	沖縄県うるま市勝連で出生。
沖縄県立	那覇高等学校、玉川大学	教育学部	卒業。
24歳のときに会社設立。	60歳で引退	経営経験36年。
昭和54年より人材育成のための講師として、県庁・市町村役場・
各地の商工会・ＪＡ・琉球銀行・沖縄銀行・郵便局・デパート・
青年会議所・県内中小企業・琉球大学・沖縄大学、県外では玉川
大学・目白大学等で「前向きに生きる」と「商いの心」をテーマ
に講演。1970年からラジオパーソナリティーを勤める。

・	 現在	ラジオ沖縄にて「Ｇｏｉｎ	に	my	way」　
毎週土曜日	よる		10:00 ～ 11:00 出演中。ラジオ出演	49年
目を迎える。

・	 著書：「志高く覇気あれ！」	「感動力の時代」

しあわせに 生きるために  ～Ｈａｐｐｙ  Ｌｉｆｅ ～

私達は、100 人が 100 人とも幸せな人生を過ごしたいと思っています。
しかし、その思いとは反対にアンハッピーなことに遭遇する事があります。
嫌なことがあっても、それを乗り越えて幸せを引き寄せてしまう人と、
不幸を引きずったまま、生きていく人がいます。
一度きりの人生だからハッピーに生きたいと思っているあなたと幸せで
楽しく生きるための秘訣について考えてみましょう。

いつまでも他人
何度会って何回酒を酌み交わしても、何年同じ職場にいても、その人がどんな人か

伝わってこない人がいます。

伝わってこない人と私たちは、心の底からお付き合いをすることは出来ません。い

つまでたっても他人なのです。それは、その人との心の距離が遠いからです。

心の距離は、人とのかかわりが薄いか濃いかのかかわりの密度によって決まります。

お互いに相手のことを想い、まず相手に関心を持ち、声をかけ、相手が喜ぶことを

してあげると気持ちが通じ合うようになり心の距離がぐっと縮まり嬉しさがこみ上

げてくるような人間関係ができます。まわりに無関心で自らは何もしないでいると、

まわりから無視されます。これが人間関係のルールです。

しあわせな生き方というのは、まわりの人に必要とされ、その人の存在が喜ばれる

ことですが、そのためには、周りの人とのかかわりを意識し自ら一歩ふみ出すこと

が大切です。

さあ、今日からあなた自身のために、まわりの人との心の距離を縮める努力を始め

てみませんか。

※知念常光さんは当院の『医療講演』に、レギュラーとしてご協力いただいています
このコーナーは、知念さんの著書の中から、ワンタイトルを選んでご紹介しています。

シリーズ	vol.3
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『
こ
の
人
に
会
い
た
か
っ
た
』

　

今
日
は
、
県
産
本
の
世
界
で
30
年
の
歴
史

が
あ
る
出
版
社
、
ボ
ー
タ
ー
イ
ン
ク
編
集
者

の
新
城
和
博
さ
ん
に
会
っ
て
き
ま
し
た
よ
。

こ
の
方
、
以
前
に
ご
紹
介
し
た
『
本
も
あ
い
』

の
生
み
の
親
で
あ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
新
聞
等
で
拝
読
す
る
文
章
に
以
前
か
ら
、

親
し
み

0

0

0

と
可
笑
し
み

0

0

0

0

を
感
じ
て
い
て
、
一
度
、

お
話
を
聞
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

で
は
、
さ
っ
そ
く
新
城
さ
ん
の
好
き
な
本

を
ご
紹
介
。
そ
の
本
と
は
、
１
９
７
７
年
出

版
の
『
倫
敦
巴
里
（
話
の
特
集
刊
）』
と
、

未
収
録
作
品
を
加
え
て
40
年
後
に
復
刻
さ
れ

た
『
も
う
一
度　

倫
敦
巴
里
（
ナ
ナ
ロ
ク
社

刊
）』
の
二
冊
。
著
者
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
和
田
誠
さ
ん
（
奥
様
は
、
か
の
、
平

野
レ
ミ
さ
ん
で
す
ね
）。

　

新
城
さ
ん
が
『
倫
敦
巴
里
』
に
出
会
っ
た

の
は
中
学
生
の
頃
。ラ
ジ
オ
の
深
夜
放
送
で
、

雑
誌
『
話
の
特
集
』
の
新
連
載
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
た
そ
う
。
そ
の
時
の
印
象
は
、「
大

人
で
も
ふ
ざ
け
る
ん
だ
！
」。

　

本
の
内
容
で
す
が
、
一
例
を
あ
げ
る
と
、

名
編
集
者
の
花
森
安
治
さ
ん
が
出
し
て
い
た

雑
誌
、『
暮
ら
し
の
手
帖
』
を
も
じ
っ
て
、『
殺

し
の
手
帖
』。
解
説
も
本
家
の
マ
ネ
を
し
な

が
ら
、
面
白
お
か
し
く
紹
介
し
て
い
て
、「
大

人
が
ふ
ざ
け
て
書
い
て
い
る
！
こ
う
い
う
の

が
面
白
い
」と
思
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。「
作

者
の
和
田
さ
ん
の
、
面
白
い
事
や
楽
し
い
事

を
作
り
出
す
才
能
は
凄
い
と
思
う
！
」
と
笑

顔
で
話
す
新
城
さ
ん
か
ら
、
ホ
ン
ト
に
こ
の

本
を
愛
し
て
い
る
ん
だ
な
～
と
感
じ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
せ
っ
か
く
な
の
で
ボ
ー
ダ
ー

イ
ン
ク
の
イ
チ
押
し
本
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
冊
。

　

与
那
原
恵
の
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
集
、『
帰
る

家
も
な
く
』。
も
は
や
解
説
は
不
要
で
す
ね
！

　

そ
し
て
も
う
一
冊
が
、荷
川
取
雅
樹
著『
あ

の
瞬
間
、
ぼ
く
は
振
り
子
の
季
節
に
入
っ

た
』。
'70
か
ら
'80
の
宮
古
島
で
過
ご
す
主
人

公
の
、
お
バ
カ
で
ナ
イ
ー
ブ
な
青
春
を
描
い

た
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
。

「
作
者
の
荷
川
取
さ
ん
に
同
世
代
の
感
覚
を

感
じ
て
。
70
年
代
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
や
漫
画

な
ど
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
源
流
に
ふ
れ
た

世
代
の
人
達
が
、
今
、
も
の
作
り
を
し
て

社
会
を
笑
い
飛
ば
す
こ
と
が
面
白
い
と
思

う
」
と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
「
当
時
、
宮

古
の
平
良
市
に
住
ん
で
い
た
荷
川
取
さ
ん

と
、
那
覇
の
開
南
に
住
ん
で
い
た
僕
は
同

じ
〝
町
っ
子
〟
だ
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
。
男

の
子
同
士
、
通
じ
る
も
の
が
あ
る
み
た
い
。

　

実
は
私
も
同
世
代
。
那
覇
の
松
尾
で
生
ま
れ

育
っ
た
の
で
『
町
っ
子
』
と
い
う
言
葉
に
共
感
。

さ
っ
そ
く
購
入
し
て
読
み
ま
し
た
。
当
時
の
私

の
遊
び
場
は
国
際
通
り
や
平
和
通
り
。
ふ
ら
っ

と
入
る
本
屋
さ
ん
の
ド
キ
ド
キ
す
る
匂
い
や
、

子
ど
も
に
と
っ
て
非
日
常
の
世
界
だ
っ
た
山
形

屋
の
屋
上
遊
園
地
。
こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
城
さ
ん
に
今
後
の
仕
事
に
つ
い

て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
日
々
、
悩
み
な
が
ら
、
読
ん
で
も
作
っ
て

も
楽
し
い
本
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
電
子
書

籍
も
あ
る
け
ど
、
手
に
取
り
、
読
ん
で
い
く

感
覚
を
残
し
た
い
」と
新
城
さ
ん
。
こ
の
日
、

初
め
て
見
る
真
剣
な
眼
で
語
り
ま
す
（
笑
）。

　

今
回
、
本
も
作
家
も
沖
縄
に
こ
だ
わ
っ
た

ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
の
新
城
さ
ん
を
取
材
し

て
、
や
っ
ぱ
り
本
は
人
と
人
、
人
と
地
域
を

繋
げ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
ワ
タ
シ
。
今
度
は

ど
ん
な
人
に
話
を
聞
こ
う
か
な
。
楽
し
み
で

す
！

儀間千恵さん　読み聞かせボランティア
沖縄県子ども読書指導員 南風原町在住

や っ ぱ り み ん な

“ 本 ” が ス キ！
や っ ぱ り み ん な

“ 本 ” が ス キ！
や っ ぱ り み ん な

“ 本 ” が ス キ！
シリーズ  本とひとと地域の話 ー 16
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JCI 認定更新審査を約 2 か月
後に控え、9 月 22 日に同じく
JCI を取得している中部徳洲会
病院協力のもと、モックサーベ

イ（模擬審査）を行いました。
JCI では継続的な医療の質改善
と向上ため、3 年毎に認証の更
新審査が行われます。

9 月 1 日（土曜日）に、沖縄
県総合防災訓練が開催され、当
院からもDMATチームが参加、
海上自衛隊輸送艦おおすみにて
訓練をおこないました。
この訓練は、防災の日合わせて

毎年行われており、今回の訓練
は、大規模な地震と津波の発生
により、沖縄本島南部圏域に甚
大な被害が発生したという想定
のもと実施されました。

JCI認定更新審査に向け模擬審査を実施

平成30年度沖縄県総合防災訓練に参加
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9 月 8 日（土）、入職 3 年次となる平成 27 年度入
職職員に対し、フォローアップ研修が行われました。

3 年次フォローアップ研修開催

南部徳洲会病院臨床研修の理念

Ⅰ　理念

「生命だけは平等だ」の基本理念のもと、全人的・

全身的に患者様を診る能力を身につけるととも

に、医療を通して社会に貢献できる人格形成を目

指す

Ⅱ　基本方針

１　患者様の権利を理解し、安全を心がける

２　医療スタッフと連携し、チーム医療を実践す

る

３　基本的な診療能力を身につけ、適切な検査・

治療が計画できる

４　基本的な検査・治療手技を身につける

５　医師として必要なプレゼンテーション能力を

身につける

６　地域医療の積極的な参加を心がける

７　生涯にわたって自己研鑽するための学習習慣

を身につける

Ⅲ　理念の実行方法（研修計画）

１　医療安全管理委員会・感染対策委員会への参

加を通じて患者様の権利、安全管理に対する

理解を深める

２　オリエンテーションを通じてコメディカルの

職務を理解すると同時に、　コメディカルと

のカンファレンスを通じてチーム医療の理解

を深める

３　日々の回診、カンファレンスを通じて基本的

な診療能力の習得に努める

４　受け持ち患者様に対する手技を指導医の指導

のもと安全に施行する

５　回診、カンファレンス、学会発表など状況に

応じたプレゼンテーションを行う

６　僻地・離島の研修を経験し理解を深める

７　日々の症例を記録し常に学習、考察を行う

厚生労働省指定基幹型臨床研修病院とは、医学部を卒業し、医師免許を取得した医師（研修医）

が卒後 2年間、基本的な手技、知識（初期研修）を身につけるために、厚生労働省の審査を受け、

指定を受けた病院のことです。

当院は、昭和54年の開院当初から、研修医を受け入れ「救急を断らない、何でも診ることので

きる医師」の育成を目指し、南部地域の中心的病院として活動しています。

南部徳洲会病院は、厚生労働省指定基幹型臨床研修病院です。
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南部徳洲会病院
当院は下記の事項を遵守して「いつでも、どこでも、

だれでもが、安心して最善の医療を受けられる社会」

を目指します。

基本理念

～ 生
いのち

命だけは平等だ ～

生
せいめい

命を安心して預けられる病院

健康と生活を守る病院

1.	年中無休、24 時間オープン。

2.	入院保証金、総室 ( 大部屋 ) の室料差額冷暖房

費等一切無料。

3.	健康保険の 3 割負担金も困っている人には猶予

する。

4.	生活資金の立替、供与をする。

5.	患者さまからの贈り物は一切受けとらない。

6.	医療技術、診療態度の向上にたえず努力する。

基 本 方 針

南部徳洲会病院　患者の権利章典　

１．	 患者は、何人も差別されることなく、適切な医療を受ける権利があります。

２．	 患者は、自分の診断・治療・予後についての情報を理解できる言葉で説明を受ける権利がありま

す。しかし、そのような情報を患者本人へ直接伝えることが医学的に妥当でないと思われる場合は、

代理人へ伝えます。また、患者は、自身の診療・治療に責任を持つ医師が誰であるかを知る権利

があります。

３．	 患者は、法律によって許される範囲内で、治療を拒否する権利があります。

　　　また、治療をしない場合の予測される結果について知る権利があります。

４．	 患者は、当院での診断や治療方法に関して、セカンド・オピニオン（他院を含む他の医師の診断）

を受ける権利があります。また、患者は、不服を申し立てる権利があります。

５．	 患者は、個人情報やプライバシーについて、配慮を求める権利があります。

６．	 患者は、自身の診療録（カルテ）等の診療情報の開示を求める権利があります。

７．	 患者は、処置や治療の際に、医師から説明を受ける権利があります。なお、緊急時を除いて、処

置や治療の内容だけでなく、それらに伴う合併症や危険性についても説明を受ける権利がありま

す。また、代替方法や代替治療がある場合には、それらについての説明を受ける権利があります。

８．	 患者は、病院内での安全な環境を提供される権利があります。

９．	 患者が意識不明か自己の意思表示が不可能な場合には、インフォームド・コンセントは法の定め

る代理人に対して行われます。法の定める代理人の不在時に緊急の医療処置が必要になった場合

には、患者があらかじめそのような状況での医療処置を拒否していない限り、患者の同意がある

ものとみなして医療処置を実施します。ただし、自殺企図の場合には、患者の意思にかかわらず

救命医療を実施します。

１０．	患者が未成年者あるいは法的無能力者の場合には、法の定める代理人に権利があります。

１１．	患者は自己の健康や保険サービスに関する選択が行えるように、保健教育を受ける権利がありま

す。その保健教育には、健康的ライフスタイルや疾患の予防、早期発見の方法に関する情報があ

ります。

１２．患者は、人道的で尊厳のある終末期医療を受ける権利があります。

１３．患者は、医学的のみならず精神的支援を受ける権利があります。それには自らが選んだ宗教の聖

職者による支援を含みます。また、それを望まない場合に拒絶する権利があります。

１４．	患者は、疼痛の原因を知る権利があります。また、疼痛に対する治療方針決定に関与する権利が

あります。
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診 療 時 間 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 備　　考

内 科・ 総 合 診 療 朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄

服部真己
伊佐	勉
山本俊二
今村	恵

國仲美奈子

小渡輝雄
服部真己
平良智彦
山本俊二
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
山本俊二
仲宗根	啓
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
服部真己
山本俊二
今村	恵

玉城利昭
服部真己
仲宗根	啓
巴里彰吾

服部真己
山本俊二
仲宗根	啓
下地光好
巴里彰吾

※(金 )(土 )Dr仲宗根

は予約制	

※ Dr平安山、Dr小渡、

Dr玉城の診療 8：30～

総 合 診 療
昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄

清水徹郎
山本俊二
國仲美奈子

服部真己
伊佐	勉

國仲美奈子

服部真己
平良智彦
大場修治
國仲美奈子
徳田安春

山本俊二
郷	克己

伊佐	勉
山本俊二
大場修治
巴里彰吾

当直医
※(水 )Dr徳田は第 2,4

週　診療 14：00 ～（完

全予約制）

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 当直医 当直医 当直医 当直医 当直医

呼 吸 器 外 来

朝診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
金城武士(琉大)
【呼吸器内科】	

妹尾真実
【呼吸器内科】

妹尾真実
【呼吸器内科】 ※ (火 )Dr 金城は完全

予約制

※ Dr 妹尾は、予約と紹

介のみ受付／毎週 (木 )

は完全予約制

※胸部外科外来・SAS 外

来・禁煙外来は予約制

※ (水 )Dr 徳田は第 2.4

週	予約制

下地光好
【胸部外科外来】

特診

13：30 ～ ～ 16：30 迄
妹尾真実
※第 2.4 週

【呼吸器内科】

妹尾真実
【呼吸器内科】

13：30 ～ ～ 16：00 迄 赤崎	満
【SAS 外来】

赤崎	満
【SAS 外来】

14：00 ～ ～ 16：00 迄 徳田安春
【禁煙外来】

下地光好
【禁煙外来】

糖	 尿	 病	 外	 来

朝 診 08：30 ～ ～ 11：30 迄 舘	一男 舘	一男 山川	研(中徳) ※ Dr 舘は予約制

第1（金）は初診のみ予約

※ Dr 大城は完全予約制

※ Dr 山川は不定期
10 月は 12 日・26 日

昼 診
12：30 ～ ～ 15：00 迄 大城	讓

14：00 ～ ～ 16：00 迄 舘	一男 舘	一男

循 環 器 内 科 朝 診
08：30 ～ ～ 11：30 迄 川満克紀

安里直美 川満克紀
川満克紀
安里直美	

大城	力 (中徳)

平良智彦
伊集広城

(琉大 )
川満克紀 伊集広城

(琉大 )

※予約制

※ Dr伊集の診療09：00～

※ (水 )Dr 大城力は第
1,3 週

08：30 ～ ～ 10：00 迄 河野秀幸 ※再診のみ受付

救 急 診 療 科
09：00 ～ 13：00 清水徹郎

旭	大悟　　　　　清水徹郎 旭	大悟 清水徹郎 原田	宏
旭	大悟

原田	宏

13：00 ～ 17：00 旭	大悟 旭	大悟 清水徹郎 原田	宏 当直医

外 科 ･ 消 化 器 科 朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
兼城隆雄
大城	敏

玉城	聡
伊佐	勉

渡邊正俊
大城	敏

兼城隆雄
比嘉章太郎

(琉大 )

玉城	聡
深町俊之

担当医

外 　 　 科
昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄 担当医（琉大）

当直医
※(木 )琉大より Dr稲

福	又は、Dr喜瀬夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 担当医 原田	宏 担当医 当直医 当直医

心 臓 血 管 外 科
朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄

赤崎	満
瀬名波栄信 赤崎	満 下地光好 担当医 ※(土 )は ,

第 1,3 週：Dr 赤崎	

第 2,4,5 週：Dr 瀬名波　夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 下地光好 瀬名波栄信 瀬名波栄信

特	 殊 外 来

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 渡邊正俊	
【肛門外来】

昼 診

13：30 ～ ～ 16：30 迄
嶺井	悟

	【がんサポート
　　新患外来】

嶺井	悟
	【がんサポート

　　再診外来】

※再診外来は受付 16：

00 迄

14：00 ～ ～ 16：30 迄
滝吉優子

【リハビリ科
　　　　専門外来】

仲榮眞盛保
【血管外科外来】

※ (火 )Dr 滝吉は完全
予約制　診療 14：00 ～　
※ (木 )Dr 仲榮眞は
第 1.3.5 週	予約制
診療 14：00 ～　　

15：00 ～ ～ 16：30 迄 渡邊正俊	
【肛門外来】

※第 1.2.4 週　

※完全予約制

夕 診 17：00 ～ ～ 18：30 迄 渡邊正俊	
【肛門外来】

※完全予約制

整 形 外 科
朝 診

09：00 ～ ～ 11：30 迄

砂川秀之
大城義竹
中島慶太　
（初診担当）

金城幸雄
砂川秀之
武市憲英　
（初診担当）

金城幸雄
金城綾美
中島慶太　
（初診担当）

金城幸雄
新垣宜貞
金城綾美

新垣宜貞
大城義竹
武市憲英　
（初診担当）

担当医

09：30 ～ ～ 11：30 迄 石原昌人
(琉大 )	股関節

比嘉勝一郎
(琉大 )脊椎

大久保宏貴
(琉大 )手外科

夕 診 17：00 ～ ～ 18：30 迄
金城幸雄
金城綾美

新垣宜貞
中島慶太

武市憲英
新城宏隆

【膝関節外科】

砂川秀之
大城義竹

※夕診は予約と紹介の

み

脳 神 経 外 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 嘉手苅勤 嘉手苅勤 新垣辰也
(中徳 )

※ Dr 嘉手苅は、予約と

紹介のみ受付

※ (金)Dr外間は予約制

※ (土 )Dr 新垣は隔週

　10 月は 6日・20 日

昼 診 15：00 ～ ～ 16：30 迄 外間洋平
(琉大 )

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 嘉手苅勤

皮 　 膚 　 科
朝 診 08：30 ～ ～ 10：00 迄

冨永	智
冨永	智

冨永	智 冨永	智
冨永	智 冨永	智

※ (土)は受付9：30迄
昼 診 14：00 ～ ～ 15：00 迄

泌	 尿	 器	 科

朝 診 08：30 ～ ～ 11：30 迄 向山秀樹 手　術
向山秀樹

向山秀樹 向山秀樹 ※(土)は受付09：30迄

昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄 仲宗根	啓 泉恵一朗
(琉大 )

手　術

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 向山秀樹 仲宗根	啓 向山秀樹

歯 科 口 腔 外 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄 神農悦輝
萩原	泉　

古波藏大祐

神農悦輝
萩原	泉

古波藏大祐

顎関節外来	
（神農悦輝）

萩原	泉
古波藏大祐

インプラント外来	

（神農悦輝）
手　術

神農悦輝
萩原	泉

古波藏大祐

担当医

昼 診 13：30 ～ ～ 16：00 迄
萩原	泉

古波藏大祐

神農悦輝
萩原	泉

古波藏大祐
手　術

産	 婦	 人	 科
朝 診 09：30 ～ ～ 11：30 迄 松岡	恵 手　術 松岡	恵 手　術 山口正幸 ※予約以外の方は、電

話にてお問い合わせく

ださい。昼 診 13：30 ～ ～ 15：00 迄 山口正幸 松岡	恵 山口正幸 山口正幸 松岡	恵

小 	 児 	 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 朝倉秋乃
早田	航

大府正治
松川	格

大府正治
須貝みさき

朝倉秋乃
松川	格

大府正治
松川	格 担当医 ※出張等で担当医が変

更になることがありま

す。

※予防接種は , １週間

前迄に予約が必要です。

※小児循環器外来は

　完全予約制

※小児神経外来は

　紹介・完全予約制

13：30 ～ ～ 15：00 迄
乳児検診／予防接種
朝倉秋乃・早田航

乳児検診／予防接種
松川格・須貝みさき

昼 診
13：00 ～ ～ 15：00 迄

小児循環器外来
（早田	航）

14：00 ～ ～ 16：00 迄
小児神経外来

（大府正治）

夕 診 16：00 ～ ～ 18：00 迄 大府正治
（松川	格）

朝倉秋乃
（早田	航）

松川	格
（大府正治）

眼 　 　 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄 照屋絵厘子
(琉大 )

				
※金曜日の第 2.4 週は

予約制

昼 診 14：00 ～ ～ 16：00 迄
担当医
第1.3.5 週

仲嶺	盛
第 2.4 週

耳 鼻 咽 喉 科
朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄 金城	秀俊(琉大)

昼 診 14：00 ～ ～ 16：30 迄 喜友名朝則
(琉大 )

山下懐 (琉大 )

リ ハ ビ リ
午 前 08：30 ～ ～ 11：30 迄 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　　　　
午 後 13：30 ～ ～ 16：30 迄 〇 〇 〇 〇 〇

放 射 線 治 療 科 0 9： 0 0 ～ 1 6： 0 0 眞鍋良彦 橋本成司 眞鍋良彦 橋本成司 眞鍋良彦 ※完全予約制

人	 工	 透	 析 0 9： 0 0 ～ 1 7： 0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ス ト ー マ 外 来 0 9： 0 0 ～ 1 2： 0 0 〇


